






 

ヒトの生命・発育現象は,胎児期をも含めて,地域の気候風土や文化的諸条件と日常の生活

習慣・行動との対応の中に含まれ,それぞれの時期の成長を規定していくものと思われる。

ヒトの生命現象の一貫した流れの中で,成長に及ぼす地域差を分析しある時期における生

育環境の違いが,その後の成長にどのような影響を与えるかを明らかにしておくことは,子

どもの発達障害を防止する上で重要な役割を果たすものと思われる。我々は,群馬県Ｔ村教

育委員会及び同村内,幼,小,中,高等学校の教職員と児童生徒の協力を得て,子どもの発育

と健康生活にかかわる諸問題についての調査を試みてきた。ここでは,身長,体重という形

態発育指標を用いて,小学校入学後,高等学校卒業までの発育パターンを観察することから

はじめたい。同一個体を縦断的に把握する研究は資料の入手が困難なことから,地域差がい

つの時期にどのような特徴をもって現れるか,という長期的視点に立って集団として把握

したものはほとんど見られない現状にある。本報告書では,現時点で回収ずみの資料の一部

を用いて,とりあえず個々人の発育曲線,発育速度曲線を作成し,発育パターンの特徴を観

察すること,またそれが何に起因するものかを予測したい。 


